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特特集集  ⾷⾷料料・・農農業業・・農農村村基基本本法法のの検検証証・・⾒⾒直直しし  
 
 
 
⾷料・農業・農村基本法(以下「現⾏基本法」という。)は、⾷料・農業・農村政策の基5 

本理念や、その下での基本的な施策の⽅向性を⽰すものです。しかしながら、制定から四
半世紀が経過する中、我が国の⾷料・農業・農村は、制定時には想定していなかった、⼜
は想定を超えた情勢の変化や課題に直⾯しています。 

具体的には、(1)世界的な⼈⼝増加に伴う⾷料争奪の激化、気候変動による⾷料⽣産の不
安定化に起因する⾷料安全保障上のリスクの⾼まり、(2)地球温暖化、⽣物多様性といった10 
環境等の持続可能性に配慮した取組への関⼼の⾼まり、(3)国内の⼈⼝減少に先駆けて農村
⼈⼝が急激に減少する中で、農業者の急減等による⾷料供給を⽀える⼒への懸念の⾼まり
等が⾒られ、⼤きな歴史的転換点に⽴っています。 

このような状況を踏まえ、令和4(2022)年9⽉から、⾷料・農業・農村政策審議会に設置
された基本法検証部会の下で、現⾏基本法に基づく政策全般の検証・⾒直しの議論が⾏わ15 
れ、令和5(2023)年5⽉に同審議会の考え⽅を中間とりまとめとして公表し、その後、地⽅
意⾒交換会や国⺠からの意⾒・要望の募集を経て、同年9⽉に答申が取りまとめられまし
た。 

また、同年6⽉には、「⾷料安定供給・農林⽔産業基盤強化本部」(本部⻑は内閣総理⼤⾂)
において、「⾷料・農業・農村政策の新たな展開⽅向」を決定し、平時からの国⺠⼀⼈⼀⼈20 
の⾷料安全保障の確⽴、環境等に配慮した持続可能な農業・⾷品産業への転換、⼈⼝減少
下でも持続可能で強固な⾷料供給基盤の確⽴といった新たな三つの柱に基づく政策の⽅向
性を取りまとめました。 

さらに、同年12⽉には、同本部において「⾷料・農業・農村基本法の改正の⽅向性につ
いて」を決定するとともに、「⾷料・農業・農村政策の新たな展開⽅向」に基づく施策の⼯25 
程表を策定し、現⾏基本法の改正内容を実現するために必要な関連法案やその他の具体的
な施策について取りまとめました。 

これらを受けて、第213回通常国会に「⾷料・農業・農村基本法の⼀部を改正する法律
案」を提出しました。 

以下では、その内容について紹介します。 30 
 

第第11節節  ⾷⾷料料・・農農業業・・農農村村基基本本法法⾒⾒直直ししのの経経緯緯  
 

((11))  ⾷⾷料料・・農農業業・・農農村村基基本本法法⾒⾒直直ししのの経経緯緯  
((現現⾏⾏基基本本法法制制定定後後、、⾷⾷料料・・農農業業・・農農村村をを取取りり巻巻くく情情勢勢がが変変化化))  35 

現⾏基本法の制定から四半世紀が経過する中、途上国を中⼼として世界⼈⼝は急増し、
⾷料需要も増加する⼀⽅、気候変動による異常気象の頻発化や、地政学的リスクの⾼まり
等により、世界の⾷料⽣産・供給は不安定化しています((図図表表  特特11--11))。 

また、我が国では、⻑期にわたるデフレ経済下で経済成⻑が鈍化したのに対して、中国
やインド等の新興国の経済は急成⻑した結果、世界における我が国の相対的な経済的地位40 
は低下し、必要な⾷料や農業⽣産資材を容易に輸⼊できる状況ではなくなりつつあります。 

 

 

 
国内農業に⽬を向けると、農業者の減少・⾼齢化や農村におけるコミュニティの衰退が

懸念される状況が続く中、平成21(2009)年には、総⼈⼝も減少傾向に転じ、国内市場の縮
⼩は避け難い課題となっています。 

くわえて、SDGs1(持続可能な開発⽬標)の取組・意識が世界的に広く浸透し、⾃然資本5 
や環境に⽴脚した農業・⾷品産業に対しても、環境や⽣物多様性等への配慮・対応が社会
的に求められ、持続可能性は農業・⾷品産業の発展や新たな成⻑のための重要課題として
認識されるに⾄っています。 

 

 10 
 

((⾷⾷料料・・農農業業・・農農村村政政策策審審議議会会ににおおいいてて答答申申をを取取りりままととめめ))  
我が国の⾷料安全保障にも関わる⼤きな情勢の変化や課題が顕在化したことを踏まえ、

令和4(2022)年9⽉に農林⽔産⼤⾂から⾷料・農業・農村政策審議会に諮問が⾏われました。
これを受けて同審議会の下に学識経験者や⽣産者、⾷関連事業者、関係団体等の様々な分15 
野の委員から成る基本法検証部会が設置され、計17回2にわたって有識者へのヒアリングや

 
1 Sustainable Development Goalsの略 
2 令和6(2024)年3⽉に、第18回基本法検証部会が開催され、⾷料・農業・農村基本法改正法案等についての報告が⾏われた。 

⾼⾼温温・・乾乾燥燥にによよりり単単収収がが低低下下  
ししたた⼤⼤⾖⾖圃圃場場((アアルルゼゼンンチチンン))  
 

洪洪⽔⽔にによよりり浸浸⽔⽔ししたた稲稲作作圃圃場場  
((タタイイ))  

＊写真の撮影者は、ラチャグリット・ 
タンヤジャラットポーン⽒ 

図表 特1-1 世界の⾷料⽣産・供給の不安定化の事例 

農農作作物物をを⾷⾷べべ荒荒ららすすササババクク  
トトビビババッッタタ((ケケニニアア))  

＊© FAO/Sven Torfinn 

⾼⾼病病原原性性⿃⿃イインンフフルルエエンンザザのの
発発⽣⽣にに伴伴いい飼飼養養鶏鶏のの殺殺処処分分がが
⾏⾏わわれれるる養養鶏鶏場場((⻘⻘森森県県))  

＊写真の出典は、防衛省 

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの  
感感染染拡拡⼤⼤にに伴伴いい流流通通がが混混乱乱しし、、
空空ににななっったた商商品品棚棚((豪豪州州))  

＊写真の出典は、独⽴⾏政法⼈農畜産業振興機構 

国国際際情情勢勢のの変変化化にに伴伴うう調調達達  
リリススククのの⾼⾼ままりりをを受受けけ、、備備蓄蓄
をを開開始始ししたた肥肥料料原原料料((茨茨城城県県))  

⼲ばつによる不作 洪⽔による浸⽔ 害⾍の⼤発⽣

家畜伝染病の発⽣ 感染症による流通の混乱

資料：農林⽔産省作成 

肥料需給の逼迫
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